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1. 研究動機と研究目的
ここ10年ほど「多文化共生」という言葉を聞く機会が多くなった。授業内で知るもの
だけではなく、筆者自身の出身県である三重県はどのような現状なのか、どのような取
り組みを行っているのかを知りたいと思ったためこのテーマにした。
本研究の目的は、三重県の多文化共生への取り組みや実態を明らかにすることである。
そのために実際に現場を訪問し、自分自身の目で見た現状を述べる。実態を明らかにす
ることだけでなく、実際に参加することで少しでも貢献することも目的の1つである。
2. 多文化共生とは―背景・言葉の定義―
日本の外国人住民の増加の理由の一つとして1989年に改訂された「出入国管理及び難
民認定法」がある。そこで日系2,3世の人々が定住者という在留資格での就労の自由
が認められたため、日本在住外国人が増えたと考えられる。2009年のリーマンショック、
そして2011年の東日本大震災の影響はあるものの、日本に住む外国人が多いことには変
わりない。
多様な国籍、文化、言語を共に認め合い生活するため、法が施行された1990年頃から
徐々に「多文化共生」という言葉が広まった。総務省（2006）は多文化共生について「国
籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認め合い、対等な関係を築こうとし
ながら、地域社会の構成員として共に生きていくこと」（総務省: 2006: 5）としている。
3. 三重県の外国人の概要―人口データ―
法務省の外国人登録者統計によると、2014年6月末時点で日本には2,086,603人の在
住外国人がいる。2013年12月末時点より1.0％増加している。都道府県別では、三重県
は14番目に多い42,558人である。都道府県の「人数」ではなく「割合」を求めてみると、
東京都（3.144％）、愛知県（2.673％）、三重県（2.32％）の順であり、三重県は全国で
3番目に在住外国人割合が高い県だと述べることができる。全国平均は1.64％である。
東京女子大学言語文化研究（Studies in Language and Culture)24(2015）pp.51-66
― 51 ―
また、三重県内での出身地別では、最も多いのがブラジル（12,002人/全体の29.1％）、
二番目が中国（9,015人/全体の21.9％）、三番目がフィリピン（5,646人/全体の13.7％）、
四番目が韓国・朝鮮（5,195人/全体の12.6％）、五番目がペルー（3,017人/全体の7.3％）
であった。
4. 四日市市の状況
2013年12月末での四日市市総人口数は305,490人、そのうち外国人住民数は7,646人（約
2.5％）であった。国籍・地域別では上から順にブラジル（2,125人/全体の27.8％）、韓
国・朝鮮（1,820人/23.8％）、中国（1,562人/20.4％）である。更に四日市市の中でも地
区別に見てみると四郷地区が最も多い1,831人で、市の中で唯一、外国人住民数が総人口
の7％を超える地区である（2013年12月時点）。また、四郷地区にある笹川団地では地区
総人口10,366人に対し外国人住民数1,537人（2013年6月末時点）と、総人口の約14.83％
にあたっている。四日市市の多文化共生推進室では様々な取り組みを行っている。母語
対応、市民への情報伝達や啓発、日本語学習支援などがある。
5. 笹川団地の状況
5.1. 人口データ
笹川団地の外国人住民数は2013年6月末時点で1,537人である。2009年の2,853人を
ピークに、リーマンショックや東日本大震災が原因で減少傾向にある。国籍・地域別で
はブラジルが1,263人と最も多く、次いでペルー（122人）、ボリビア（98人）である。つ
まり、笹川団地に住んでいる外国人はブラジル出身者がほとんどを占めている。
5.2. 地区としての取り組み
笹川団地での多文化共生に向けた取り組みとしては以下が挙げられる。
（1）外国人市民実態調査アンケート
三重県四日市市公式サイトによると、外国人住民の多い笹川地区では多文化共生の取
り組みを推進していくために2007年に外国人市民実態調査アンケートを実施した。対象
者は笹川地区に在住している18歳以上のブラジル国籍の約1900人で、回答者数は501人
であった。筆者にとって印象的であった質問や回答を中心に以下、表1とともに概観す
る。
「①今後の予定」では、「日本に滞在しいずれはブラジルへ帰国する予定」が約半分を
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占めている。そのため親が日本語を少しでも覚えようといった気持ちや、子どもに日本
語をしっかり勉強させようといった気持ちは生まれにくいのではないかと考えた。子ど
も自身もいずれはブラジルに帰るのだから学校で日本語を勉強する意味が分からないと
いった状態になってしまうであろう。しかし実際にはなかなかブラジルへ帰れないと
いったケースも多い。元々“デカセギ”を目的とした来日であったが、母国にいる家族
を呼び寄せることで滞在長期化が進んでいる。
表1 外国人市民実態調査アンケート
（四日市市公式ホームページより一部抜粋 2014年11月2日アクセス http://www5.city.yok
kaichi.mie.jp/menu1523.html）
1番多い回答 2番目に多い回答 3番目に多い回答
来日年数 15年以上(23.3％) 9～12年(19.2％) 3～6年(17.1％)
① 今後の予定 日本に滞在しいず
れはブラジルへ帰
国 す る 予 定
(46.1％)
日本に永住する予
定(29.8％)
3年以内にブラジ
ルに帰国する予定
(12.9％)
地域活動への参加 している(43.6％) し て い な い
(56.2％)
参加している活動(地域
活動へ参加していると回
答した人への質問)
地域の祭りなどの
交流行事(72.3％)
教 会 の 行 事
(44.2％)
掃除や除草など地
域 の 美 化 活 動
(36.4％)
② 参加していない理由
(地域活動へ参加し
ていないと回答した
人への質問)
参加する時間がな
い(49.2％)
参加したいが、ど
うすればよいかわ
からない(25.2％)
特にない(22.9％)
学校への通学(6～14歳
の子どもがいる人への質
問)
日本の学校へ通学
(70.3％)
ブラジル人学校へ
通学(25.8％)
行 っ て い な い
(1.3％)
日本語学習の理由（複数
回答あり)
日本で生活をする
のに必要(69.2％)
地域の日本人と交
流を深めるため
(68.9％)
仕 事 で 必 要
(48.9％)
就労場所 製造業(78.5％) 運輸・通信(4.0％) 保育園・幼稚園・
学校(4.0％)
③ 共生推進のために市
に期待すること(複
数回答有)
税金や保険などの
制度を知らせてほ
しい(55.0％)
ブラジル人(外国
人)への偏見・差
別をなくすための
運動をしてほしい
(54.3％)
日本の文化や生活
情報をポルトガル
語で知らせてほし
い(46.9％)
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「②地域活動へ参加していない理由」では、参加する時間がないという人が約半分で
あった。これは“デカセギ”にきている人たちは昼間から夜にかけていつも仕事をして
いるため時間をとることが難しいのであろう。
「③共生推進のために市に期待すること」では、交流などといったことではなく、税金
や保険についてなど生活する上で必要になってくる最低限のことが多く挙がっているの
が印象的だ。これは市がきちんと多言語サービスとして行っているつもりでも、伝わっ
ていない・活用しきれていないということが分かる。
（2）四日市多文化共生サロン（旧：四日市市国際共生サロン）
市直営の四日市多文化共生サロン（旧：四日市市国際共生サロン）とは、四日市市文
化まちづくり財団が2004年より管理する学習支援教室である。「大人向けの日本語教室」
と「笹川子ども教室」が運営されている。ポルトガル語とスペイン語対応の職員が常時
3人在籍している。また、ポルトガル語・スペイン語での生活相談事業も随時行ってい
る。その他にも、日本社会のルールやマナーの理解を深める啓発事業を実施したり、地
域事業への参加・協力もしている。
筆者は四日市市国際共生サロンであった2013年8月に子ども向けの日本語教室に一度
参加した。筆者が手伝ったのは一番日本語が苦手な子達の学習であった。その日は2人
来ており、ブラジル人学校へ通っているとのことで日本語ではなくポルトガル語での会
話が飛び交っていた。勉強をしていても集中できず机の下に潜りこんだり、途中で帰っ
てしまっていた。2人はブラジル人学校へ通い、学校でも家庭でもポルトガル語での生
活のため日本語を学ぶ意義や必要性を感じることができないのであろうと感じた。
筆者は2014年8月・9月に子ども教室へ参加した。1つの部屋で全員がきちんと机を
並べて学習している。全員が1つの部屋で勉強をすることによって、もちろんポルトガ
ル語等での会話も見られたが日本語での会話も飛び交っていたように感じた。これは、
同じ国につながるたった2人や3人で個室に入れられるよりも、飽きもしづらく学習内
容を吸収できることもあるからだろうと考えた。
5.3. 笹川団地における公教育・保育園・幼稚園
5.3.1. 人口データ
西笹川中学校の全生徒数は252人で、そのうち外国人生徒数は74人（約29.4％）である。
また、笹川東小学校の全生徒数は239人、うち外国人生徒数は41人（約17.2％）であり、
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笹川西小学校の全生徒数は236人、うち外国人生徒数は62人（約26.3％）である。また、
笹川中央保育園の全園児数は31人、そのうち外国人園児数は11人（約35.5％）である。
笹川幼稚園の全園児数は89人、うち外国人園児数は21人（約23.6％）、笹川西幼稚園の全
園児数は75人、うち外国人園児数は24人（約32％）である。人数は、頻繁に変動がある
という。
5.3.2. 教育問題について
多くの外国につながる子どもたちには「不就学」の問題がある。日本国籍の子どもた
ちには義務教育が課されているが、外国籍の子どもたちにその義務はない。学齢期に達
すると就学案内が送られるが外国につながる子どもたちへの就学通知は、各自治体に任
せられているというのが現状だ。外国籍の子どもたちへ送られたとしても、引っ越しな
どを繰り返し新しい土地で外国人登録が行われていない場合、届いていない場合が多く、
また全て日本語で書いてあるため分からない親もいる。ニューカマーの親たちは、子ど
もの教育に関する情報が不足しがちである。宮島（2005）によると、日系ブラジル人の
在日目的はほとんどが“デカセギ”のため自己選択度が低いという。この考え方や生活
スタイルが子どもの生活に影響を与えているのではないか。宮島（2005）は、出稼ぎ型
生活スタイルから離脱して子どもに寄り添う生活スタイルへ変えていくべきであると述
べている。
子どもたちの日本語習得には大きく分けて「生活言語」の習得と「学習言語」の習得
という二つの段階がある。生活言語とは、日常生活でコミュニケーションをとる時など
に使用する言葉である。学習言語とは、学校で教科を勉強する時に使用する言葉である。
「「生活言語」は1年程度で習得できるが、教科学習に必要な読み書き能力（学習言語力）
の習得には、5～7年かかると言われている」（臼井: 2009: 30）。生活言語には支障はな
くても学習言語が理解できず、学校で勉強の壁にぶつかる子どもたちが多い。佐藤
（2014）によると、外国につながる児童は取り出しクラス等で生活言語を学ぶことに必
死になり学習言語の習得に割く時間が全くなくなってしまうケースが多いという。この
場合、他の児童との差が開いてしまい、教室に居づらくなってしまうなどの問題が出て
くるのではないかと感じた。母国の言葉も日本語も確立しておらず、論理的思考レベル
に達していない状態を「ダブル・リミテッド」という。このような子どもが増えている。
また、母国では優秀な成績をとることが出来たのに日本では大きなショックを受け不登
校になってしまう児童生徒も少なくない。
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ニューカマーの子どもたちに対して文部科学省がこれまでに推進してきた施策は、国
際教室の設置・担当教員の加配などである。文部科学省が施策を推進していても、やは
り国際教室担当の教員の少なさや母語の喪失などが課題となってくる。2014年4月より
文部科学省は「特別の教育課程」という新たな制度を発表し、実施している。指導内容
は、児童生徒が学校教育において各教科その他の教育活動に、日本語で参加できること
を目的とする指導である。在籍する学校での取り出し指導または他校での指導となって
いる。
6. 笹川子ども教室について
6.1. 笹川子ども教室の概要
笹川子ども教室とは、三重県四日市市四郷地区笹川団地に所在する「四日市市多文化
共生サロン」内の教室である。四日市市多文化共生推進室人権同和課の委託を受けて、
笹川子ども教室運営委員会が実施している。教室は、基礎学力の確保への寄与、学習習
慣の確立への寄与、日本語学習支援を目標としている。外国につながる子どもだけでは
なく、日本の子どもも受け入れている。その理由として「外国につながる子どものみを
支援するのではなく、日本の学校で学習の遅れをとっている子どもなどの支援も行うべ
きであるから」と事務局の方に伺った。また、笹川団地には県営住宅がたくさん存在す
るため、生活水準の低い家庭が多く、教育環境に恵まれない児童生徒が多い。そのため、
日本の子どもも受け入れているとのことだ。笹川子ども教室は「外国につながる子ども
が通う場所」としての認識が強いため、まだ日本人児童生徒はあまり多くないが徐々に
増えているという。
6.2. 笹川子ども教室の開催方式について
2014年度より、今まで行っていた子ども学習会だけではなく、自主学習会を取り入れ
ている。自主学習会を設けることで勉強をする機会が増大し、小学生だけでなく中学生
が放課後勉強をする場を提供することができている。自主学習の際に分からなかった問
題を子ども学習会で学び直すことができ、支援内容の充実が図れるのではないかという
ことだ。
水曜日・土曜日を子ども学習会とし、月曜日・木曜日を自主学習会としている。子ど
も学習会はほぼマンツーマンでの支援を目指しているがボランティアの数が足りず、な
かなかマンツーマン指導とまではいかない。自主学習会はボランティア3名程度での支
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援となっている。
7. 調査内容と考察
7.1. 調査概要
7.1.1. 調査目的
本調査の目的は、笹川子ども教室を始めとする学習会の実態を明らかにすることであ
る。実際に参加し関わることで、外から傍観するだけでは分からない子どもの心情や実
態を、発言や行動を分析することで理解すると同時に、全体の雰囲気を掴む。
7.1.2. 調査地
調査地を「笹川こども教室」と「夏休み特別学習会」の2か所とする。「夏休み特別学
習会」とは、教育委員会が主催している笹川東小学校、笹川西小学校の夏季休暇を利用
して開催された学習会である。笹川東小学校は7月下旬の5日間、笹川西小学校は8月
下旬の5日間開催された。筆者は笹川西小学校の夏休み特別学習会の4日間参加した。
7.1.3. 調査時期
笹川子ども教室への参加は8月20日、8月21日、9月3日の3回行った。通常は水曜
日と土曜日に開催されているが、児童生徒が夏季休暇中のためスケジュールが異なって
いた。また夏休み特別学習会への参加は8月25日、8月27日、8月28日、8月29日の4
回行った。計7回の教室で行った観察結果や現状を述べていく。
7.1.4. 調査対象者
「笹川子ども教室」「夏休み特別学習会」へ通っている児童生徒。「夏休み特別学習会」
においては担当していた小学校4年生のフィリピンにつながる女子児童について詳しく
考察していく。
7.2. 笹川子ども教室における調査
ボランティアの人数が足りないためマンツーマン指導は難しく、ボランティアが教室
を巡回している。その中でやる気のない児童生徒を担当したり、「お手伝いお願いしま
す。」と手を挙げた児童生徒のところへ行き、教えるといった形が多かった。筆者は最初
に決められた担当の児童の学習をみていたが、状況によって担当する児童生徒を変えて
― 57 ―
いた。3日間の参加人数は8月20日が16人、8月21日が15人、9月3日が18人であった。
以下、担当した児童生徒の様子などについて気が付いた点等を述べていく。
◇W君 小学校5年生 日系ブラジル人
W君自身、見た目は日本人であるため最初は日本人だと思いながら話をしていたが、
名前を見て外国につながる子どもであると気づく。漢字の宿題を行っていたが、ほとん
ど自分自身で解いてあり分からないところだけ質問をしてきた。漢字の意味も色々な例
を交えて説明すると納得したように書いていた。他のボランティアはポルトガル語を話
すことができる人が多いため、普段はポルトガル語で話してしまっているようだ。しか
し、筆者がポルトガル語を話せないと伝えると一生懸命日本語や絵で話をしてくれたの
が印象的であった。また、漢字の意味を教えている時に「ポルトガル語では〇〇だよ。」
と教えてくれるなど、初対面にも関わらず人見知りをせずにたくさん話をしてくれたり、
「あなたの名前は何ですか？ここに書いて。」「これしたことある？」などと勉強の合間
にもたくさん質問をしてくれるような児童であった。現在母親、弟と三人暮らしで父親
はブラジルへ帰国中だという。ボランティアの方によると、W君はいつも友達と話して
いたり寝たりしており、あまり学習も進まず手を焼いていたそうだ。筆者自身から見た
W君は非常にフレンドリーで関わりやすい児童であった。しかしなぜ普段手を焼かれ
ているのであろうか。おそらくW君は注意をされることに慣れ、ボランティアも注意
をすることに慣れてしまっている。参加した子どもの数に比べボランティアの数が足り
ないという点も原因の1つであると考えるが、やはりひとりひとりの児童生徒にしっか
りと向き合い、話をする時間があまりないからではないかと考えた。筆者がW君の担
当になった時は、W君の前に座りマンツーマンで会話をしながら勉強へとうつっていく
といった状態で行っていたため、W君自身も「自分にきちんと対応してくれている」と
いう気持ちが少しでも表れた結果、会話をしながらもきちんと勉強をすることができた
のではないかと考えた。ボランティア数を増やすこと、特に比較的子どもたちと世代の
近いボランティアを増やし、幅広い世代で子どもの対応をすることが課題となってくる
であろう。
◇Nちゃん・Kちゃん 小学校2年生 ボリビアにつながる児童
教室に到着すると2人に手招きされ学習時間が開始するまでの間、雑談をした。その
後も「先生、ここに座って。私たちの勉強教えて。」と言い、興味深そうに筆者自身に対
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する質問も投げかけて来た。国語の時間、最初に漢字ドリルや学校の宿題の漢字プリン
トを行った。2人とも字が非常に綺麗で、日本人の小学校2年生の子どもよりも丁寧に
書くことができているという印象を受けた。その後、学校の宿題の本読みを行った際も
スラスラ読むことができていた。しかし、教科書に沿ったワークを解いている際あまり
長文の理解はできておらず、読み書きまでは得意だがそれ以上の思考する部分がまだ苦
手であるのだと感じた。算数の時間は家の用事のため Nちゃんが帰宅してしまい、K
ちゃんのみとなった。計算問題は解けるが、時間の問題をあまり理解していない。「今
何時ですか？」と時計の絵と共に書かれた問題はゆっくりであれば解けていたが、「この
1時間後は何時ですか？」「この30分前は何時ですか？」のような問題はできていなかっ
た。「後・前」という言葉をあまり理解していない様子であった。時計の絵を見ながら答
えるものは、暗記をすればできる問題であるが、「～分前は何時ですか？」などといった
自分で思考し、答えを導き出すものは学習言語の壁に直面してしまうものであるからで
はないだろうか。
W君の部分でも触れたように、ボランティアが高齢化している。もっと幅広い年代の
人がいたら新鮮な空気になることで学習にもある程度の緊張感を持つことができ、飽き
ることなく学習できるのかもしれないと感じた。笹川団地に住んでいた若者が違う地域
へ出て行き、その空いた公団住宅に外国人住民が定住している。そのため若者が少なく
高齢化しているといった構造的問題がある。
7.3. 夏休み特別学習会における調査
笹川西小学校で8月22日、25日、27日、28日、29日に開催された5日間の特別学習会
のうち4日間参加した。学年ごとに教室が分かれており、前半は低学年、後半は高学年
というようになっている。小学校の先生とボランティアは担当する学年と児童が決めら
れている。ほとんどマンツーマンであるが、1人のボランティアが2人の児童を担当す
る場面も見られた。以下は4日間の参加児童数である。括弧内に外国につながる児童数
を記す。
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1年生 4年生
8月25日(月) 8人(4人) 16人(9人)
8月27日(水) 11人(5人) 11人(8人)
8月28日(木) 11人(5人) 13人(10人)
8月29日(金) 11人(5人) 14人(10人)
筆者が担当したのは前半が1年生、後半が4年生であった。今回はフィリピンにつな
がる小学校4年生の児童Mちゃんについて詳しく述べていく。以下の記録の下線部に
ついては、後に考察・分析を行うものとする。
◇8月25日（月）
Mちゃんは名前も顔も日本人で、学習も速く、雑談をしていても問題なく話していた
ため日本人であると考えていた。しかし話している間に、①「私のママは日本人じゃな
いの。私はハーフ人なの。」という発言が見られた。②「ママはお仕事だから夜中に帰っ
てくるの。」「ママは今日はお兄ちゃんをフィリピンに迎えに行ってるからいないの。」と
いう発言もあった。
◇8月27日（水）
この日もまた家族について自らたくさん話してくれた。家族構成はお父さん（日本
人）、お母さん（フィリピン人）、お兄ちゃん2人、妹だという。兄が2人フィリピンで
生まれ、ずっとフィリピンで暮らしていたが、この前日に母親が兄2人を迎えにいった
とのことだ。これからは家族6人で日本で暮らすと言っていた。③「お兄ちゃんはずっ
とフィリピンにいたから、日本語が話せないの。久しぶりに会ったからあんまり話せな
かったよ。」と言っていた。Mちゃん自身は日本語、タガログ語、英語を話すことがで
き、お母さんは日本語も話すことができるようだ。
◇8月28日（木）
家庭内言語を知るため、④「お母さんとは日本語で話すの？」という質問をすると、
「たまに。」と返ってきた。普段タガログ語で会話をする、またはそもそも会話自体があ
まり行われていないのではないかと推測した。上の兄は全く日本語が話せず、下の兄は
少し話すらしい。9月から兄2人は中学校へ通うため市役所へ行かなければならないと
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いう。
また、⑤「お母さんは怒るとわけわかんない言葉を喋るの。」という発言をしたため、
「タガログ語？」と聞くと「そう。」と言っていた。Mちゃん自身、タガログ語は分かる
けれども完全に分かるわけではないようだ。
◇8月29日（金）
この日も、自らたくさん家族の話をしてくれた。「お兄ちゃん、どんどん日本語話せる
ようになってるの。」と言っていた。母親は飛行機のせいで耳が痛く寝込んでいるが父
親の仕事が休みではないため病院へ一緒に行けないそう。⑥やはり日本語が話せると
いっても通訳が必要なレベルであることが分かった。
◇考察
下線部①の「私のママは日本人じゃないの。私はハーフ人なの。」や下線部②の「ママ
はお仕事だから夜中に帰ってくるの。」という発言を、Mちゃんはどのような意図で言っ
たか分からないが、マイナスな気持ちを抱いているように感じた。初対面で、何も質問
をしていない段階でのこの発言だったため驚いた。下線部②の発言については、何かし
らの不安な気持ちや不満が少しでもあり、誰かに話したいという感情も混じっていたの
ではないかと考えた。下線部①の「私はハーフ人なの。」という発言は、アイデンティティ
の揺らぎも今後出てくる可能性があることも示唆させた。日本人の両親の元で生まれ、
日本でずっと暮らしてきた筆者自身や他の日本人もきっと「私は何人なのだろう」など
と考えたことはないだろう。今はまだ自分の中では「ハーフ人」という認識で済ますこ
とができているかもしれないが、成長していくにつれ自分が「日本人」なのか「フィリ
ピン人」なのか、それともまた違うものなのか、周りから見たら何人なのか…などとい
うことで周りの日本人児童生徒よりも深く悩んでしまうのではないか。佐藤（2014）は
このような外国につながる子どもたちは、周りの日本人よりも「自我を深く見つめ直し、
自分と深い対話をし、「アイデンティティの自己決定」という通常の人は経ない困難で重
要な課程を経て成長していくケースがある」（佐藤: 2014: 55）と述べている。しかし、
誰しもがこのように成長できるわけでない。この問題に寄り添える大人も少なく、結果
的にアイデンティティが崩壊し、押しつぶされ、周囲への反発や自暴自棄になってしま
う児童生徒も多い。Mちゃん自身、まだこのような悩みを強く抱いている様子は見受け
られなかった。周りには自分と同じような環境の友達やクラスメイトがたくさんいるた
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め、自身のアイデンティティについて周りと比較し思い悩むということも軽減されるの
ではないかと考えた。
下線部③については、久しぶりに会う兄と日本語で話せず困惑している感情が伺えた。
Mちゃん自身は、上記でも触れたように日本語、タガログ語共に話すことができると話
しているが、一番得意としている言語は日本語であるように会話の中から感じた。また、
タガログ語を話すことができると本人は考えていても、既にタガログ語の喪失がMちゃ
んの中で起こっているのであろうと推測した。そのため、一番自分が伝えたい気持ちや
内容を日本語で兄に伝えられないもどかしい気持ちを抱いていたに違いない。
下線部④⑤の発言では、家庭内でタガログ語が多く飛び交っていることが分かる。家
庭内言語は定まっていないであろう。下線部⑤の発言では、怒った時の母親が話すタガ
ログ語を「わけのわからない言葉」として捉えていることが分かる。怒っている時のた
め、早口になるなど通常話している時よりも聞き取りづらい状況にあるのだろう。この
発言からも、Mちゃんが日本語以外の言語を話す母親に対するマイナスな気持ちが垣間
見えた。これくらいの年齢から徐々にいわゆる「母語喪失」（Mちゃんにとって日本語
かタガログ語どちらが母語に当てはまるか分からないが）が始まってしまうのであろう。
そして母親の話す言葉を「わけのわからない言葉」と捉えてしまう気持ちと共に、言葉
が通じないがために気持ちのすれ違いが起きていくと考えられる。また、下線部①でも
示したように、アイデンティティの揺らぎから家庭で親に反発してしまうなどといった
ケースも起きてしまうのではないかと考えた。下線部②の発言から、Mちゃんの母親は
夜中まで仕事をしていることが分かる。そのためMちゃんが夕方学校から帰宅しても
既に出かけている、または家にいてもゆっくり話す時間がないのではないか。臼井
（2009）は、子どもが小学校に入学するとそれまで以上に日本語中心の生活になってし
まい、母語を徐々に失うため、親子でコミュニケーションができる共通の言語がなくなっ
てしまうと指摘している。Mちゃんの場合、タガログ語は母親とのコミュニケーション
を除いては必要ないのではないかとも考えられる。しかし、「母語は、保護者とのコミュ
ニケーションを通じての認知力の育成、さらには子どものアイデンティティ形成の基盤
となったりもする」（臼井: 2009: 28）。
下線部⑥では、母親は多少日本語を話すことができてもやはり大事な事柄（病院や手
続き等）では難しいということが分かる。父親がいなければ体調が悪くても病院へ行く
ことができないという現状が伺えた。これはこの家庭だけの問題ではなく、多くの家庭
で抱えられている問題点である。
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下線部①②の考察でも記したように、Mちゃん自身のアイデンティティの揺らぎは周
りのクラスメイトの存在によって軽減されるのではないかと考えた。笹川西小学校は約
4分の1以上が外国につながる子どもであり、通常マイノリティとされる者がここでは
マイノリティではない。外国につながる子どもは日本語ができないことや、生活が異な
ることからモチベーションを失いがちである。しかし、自分自身のルーツを肯定的に受
け止めることさえできればモチベーションは変化してくるのである。笹川西小学校では
日本の子どもも外国につながる子どもも、何も違和感も持たず分け隔てなく一緒に遊ん
でいると教師の方が言っていた。実際に筆者自身、特別学習会でクラスの様子を見てい
てもその様子が見受けられた。日本人児童が日系ブラジル人の児童と日本語で話してい
たり、フィリピンにつながる児童がボリビアにつながる児童とこの後遊ぶ約束を日本語
でしている様子を伺うことができた。「多文化共生」とは、大人がそのような場を提供す
ることもできるが、まずはこのように本人たちが自然に作り出すことができる場が理想
であると改めて感じた。
8. おわりに
本論文では、三重県四日市市笹川団地に在住する外国人に焦点を絞り、概要や多文化
共生のための取り組み・実態を明らかにすることを目的とし、論文研究だけでなく、実
際に現場へ行き実態に触れる事を主として研究を行ってきた。
三重県は全国で3番目に外国人割合が多い県であり、南米人が多いニューカマー型の
県である。1991年に三重県国際交流財団が発足して以降、様々な多文化共生事業がなさ
れてきたが外国人住民にはまだ周知されていなかったり時間や金銭的な問題から使う事
ができないといった実態がある。日本人住民がいくら取り組みを行ったとしてもそれが
外国人住民に伝わらなければ何の意味もない。より外国人住民に寄り添った取り組み
や、それらを周知させるような活動が今後さらに必要になってくるだろう。
三重県四日市市笹川団地は全体の約14.8％が外国人住民である。ゴミ収集所に日本語
とポルトガル語表示があることや、日本人ではない顔立ちの住民がたくさん歩いていた
ことからもその様子がうかがえる。また実際に笹川子ども教室や特別学習会に参加し調
査を行ったことで、話を聞いていたり論文を読んでいるだけでは分からなかった・知る
こともなかった実態を知った。母親の言葉を少しずつ理解することができなくなり、複
雑な気持ちを抱いている児童や、学習言語の壁に直面している児童生徒と直に関わった。
そこでは、アイデンティティの揺らぎの問題や教科学習の問題など、文献調査で分かっ
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たことを改めて理解することができた。しかしそれだけではなく、外国につながる子ど
もたちに対する印象が大きく変化した調査であった。本研究を行う以前は、外国につな
がる子どもは学校では肩身が狭く、日本語があまり得意ではないことから口数も少ない
のではないかという印象を抱いていた。しかし実際に関わりこの印象が一転し、外国に
つながる子どもたちの明るさ・口数の多さに驚いた。日本語が苦手でも必至に日本語で
日本人の友人と口喧嘩をしていたり、毎回遠くからでも挨拶をしてくれる姿が非常に印
象に残っている。きっと以前の筆者のような印象を抱いている日本人住民は少なくない
であろう。外国につながる子どもとしてではなく、一人の近所の子どもとして関わるこ
とが多文化共生のまちづくりへの一歩であると考えた。
「多文化共生」の場とは、日本人がたくさん取り組みを行い、提供し、そこに外国人住
民が参加するということが理想ではない。実際に教室に参加したことで、「多文化共生」
の場とは日本人・外国人など国籍に関係なく当本人たちが自然に構築していく場である
ということが理想であると感じた。筆者が見た「多文化共生」は、本来日本ではマイノ
リティとされる外国につながる子どもがマイノリティではない場でのことであった。そ
のため、子どもたちは幼い頃から自然と周りにたくさんの外国人がおり、関わり方を身
に付けることができる。筆者自身の小学校時代を思い返すと、学年に1人外国人児童が
いるかいないかという程度であった。そのような場で「多文化共生」の場を構築するこ
とは難しいのであろうか。年齢的にも差別やいじめが起こると同時に、外国人児童がア
イデンティティの揺らぎや他の児童との比較で気を落としてしまうのではないか。この
ように外国人児童がマイノリティとなってしまう場で「多文化共生」の場を構築するた
めには、やはり教師の指導・ちょっとした気遣いが必要になってくるであろう。しかし
教師が皆このような児童に対する知識を正しく持っているわけではない。筆者は、この
ようにマイノリティの外国人児童が他の児童と変わりなく過ごしやすい環境を作るため
にも、教師や周りの大人は、外国人児童に関する知識や多文化共生についての知識を持
つべきであると思う。教師に限らず、地域住民など誰しもが実態を知るべきであろう。
上記のように外国人住民に取り組みや制度をきちんと知ってもらう活動と、日本人住
民に「多文化共生」のための正しい知識を持ってもらう活動がまず必要であると考えた。
これらを実現することができれば、互いに歩み寄り「多文化共生」の場が自然と構築さ
れていくであろう。
多文化共生への取り組みを行うことは日本人住民の自己満足になっては意味がない。
互いに暮らしやすい街をつくるための活動は決して容易ではないが、失敗し立ち止まる
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のではなく様々な方法をとり少しずつ共生社会へと歩んでいくべきである。
筆者自身も、傍観者として外部から見ているだけではなく、今回の調査のように実際
に関わり共生社会をつくる一員となっていきたいと改めて強く感じた。今よりも幅広い
年代・経歴の人が多く関わることで、「多文化共生」への街づくりの一歩となるであろう。
卒業論文を書くためだけの調査で終わらせずに、今後も関わりを続けていきたい。
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Abstract
Rie Taniguchi
The phrase“Multicultural symbiosis”came to be used around 1990 owing to the increasing
number of foreign workers in Japan. In this thesis, I focused on Mie Prefecture and examined the
actual situation of foreign residents and what measures were taken for them. The reason why I
focused on Mie Prefecture is that it has the third largest percentage of foreign residents(2.3%)
in Japan. In Mie Prefecture, there are some governmental and nongovernmental measures for
foreign residents.
I especially focused on children who have international backgrounds: specifically, a child of
mixed parentage and a Japanese-Brazilian. I visited Sasagawa housing complex in Mie
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Prefecture to understand the actual situation there. I made a study by doing observation of
children who live in this housing complex. I investigated children at“Sasagawa Children Class”,
a free study support class. Most of the children who go to this class are not good at Japanese. It is
managed by“Multicultural Symbiosis Center”in Sasagawa housing complex.
I found that there are a lot of children who are confronted with ploblems of language and
they feel worried about their own identity. In this thesis, I analyzed children’s expression. For
instance, there were also children who had a negative feeling about their mothers’ language
because they are not able to communicate with their mothers easily. However, I consider that
there are fewer children who are worried about their own identity than in other areas of Japan
because children who are non-Japanese are not the minority in Sasagawa housing complex.
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